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このゼミの目的は、政策分析専門家もしくは政治学研究者として政治や政治経済、特に国際政治経済の本格的リサーチペーパーやワーキングペーパー、論文を書くための準備を実践的に経験することにある。即ち、政治や政治経済の実証的分析が、（１）先行研究や学界動向を踏まえての有意・斬新な問題設定と仮説提示、および（２）自覚的リサーチ・デザインによる仮説の実証的・科学的検証からなるとすると、ゼミでは、最小限、後者の（２）の要件を満たすようなペーパーを完成させ、将来の政策分析者や政治学研究者としての基礎的訓練を体験する。

上記のような作業は、具体的には、（i）先行研究もしくは学界動向をサーベイして、先行研究に依拠した問題設定、（ii）問題設定に最適なリサーチ・デザインのもとデータ、資料の収集、集計、処理、（iii）ペーパーの執筆の三段階からなると思われるが、ゼミの前半の三分の一では問題設定についての情報交換とリサーチ・デザインの基本図書の輪読を通して、その要点の修得にあてられる。その結果、第４週目の終わりに各自・各グループは、それぞれの問題関心、作業仮説とリサーチ・デザイン、使用予定資料や参考文献を記述した５頁程度のプロスペクタスを提出する。後半の三分の二では、毎回２名・グループ程度の割合で順番にデータ・資料の収集、処理、整理について進展報告を行い、皆の批判と助言を受けながらペーパーの骨格を完成させる。この際、ゼミの効用は、参加者全員参加者が方法論を自覚し、論文作成の進捗を相互に批判、助言、啓発しあうことを通して（疑似）知的競争市場での論文作成を実践・体験することにある。但し、研究課題に最適な実証手法を自覚し、その一層の探究・修得の責任は各自・各グループにある。実際のペーパー・論文の執筆は夏休み中に行われ、９月の最後の授業時間帯に発表会を開催する。

即ち、具体的な日程は—
（１）週１〜５　　　リサーチ・デザイン、方法論に関する文献輪読

（２）週４　　　　　プロスペクタスの提出

（３）週６〜１３　　各自、各グループのデータ集、資料集、データ処理の進展報告

（４）夏休み中　　　ペーパーの執筆、完成

（５）９月半ば　　　ペーパー（含むデータ集、資料集）提出と報告会

ペーパー、論文のテーマーは公共政策大学院院生は国際政治経済分野に限定されるが、総合法政院生は国際政治経済に限定する必要がない反面、高度の実証性に加え、理論的含意に富む論文の作成が期待される。単位要件は（１）ゼミ出席、（２）プロスペクタスの提出と論文進捗状況の口頭発表、（３）リサーチペーパーやワーキングペーパー、論文の提出である　
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